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6）腎臓と血管内皮細胞障害
Kidney and vessel endothelial dysfunction

各論

はじめに

　正常な血管内皮細胞は，血管平滑筋の増殖と抗増
殖，凝固作用と抗凝固作用，炎症作用と抗炎症作用，
栄養素の交換，白血球の接着と遊出などのさまざまな
機能を有している。また，それらのバランスにより，
血行動態の維持，血管トーヌスの調節，血管構造の維
持，血管新生の抑制などに関わっている1）。血管内皮
細胞が障害されると，血管平滑筋の増殖，抗凝固作用，
抗炎症作用のバランスが崩れるため，血管トーヌスや
血管構造が破綻し，結果として動脈硬化へと進展す
る。動脈硬化の危険因子として，高血圧，糖尿病，脂
質異常症，肥満，喫煙などの生活習慣に関わる問題が
重要であり，それらは動脈硬化によって引き起こされ
る心血管イベント（cardiovascular disease；CVD）の
危険因子でもある。また，慢性腎臓病（chronic kidney 
disease；CKD）は，CVDの独立した危険因子であり，
推算糸球体濾過量（eGFR）が低下するほどCVDや総死
亡が増加する2）。さらに，CKDとCVDは血管内皮細胞
障害や動脈硬化とも密接に関わっている（図 1）。ここ
では，腎臓と血管内皮細胞障害について解説する。
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Summary

　血管内皮細胞は，血管平滑筋の増殖と抗増殖，凝固
作用と抗凝固作用，炎症作用と抗炎症作用などのさま
ざまな機能を有している。血管内皮細胞が障害される
と，血管平滑筋の増殖，抗凝固作用，抗炎症作用のバ
ランスが崩れるため，血管トーヌスや血管構造が破綻
し，動脈硬化へと進展する。腎機能障害により，ADMA
やホモシステイン，インドキシル硫酸などさまざまな
物質の代謝が影響されることで血管内皮細胞障害を引
き起こすとともに，心血管イベントの独立した危険因
子であり，それらの関係には血管内皮細胞障害や動脈
硬化が密接に関わっている。本稿では，腎臓と血管内
皮細胞障害について概説する。
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